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１．矢部川水系河川整備計画の概要
筑後川河川事務所

河川整備基本方針と河川整備計画について

内容 基本方針
基本高水、計画高水流量等

内容 河川整備目標
河川工事、河川の維持の内容

社会資本整備審議会
（一級河川）

都道府県河川審議会
（二級河川）

意見

意見

意見

意見
都道府県河川審議会
がある場合

河川整備基本方
針の案の作成

河川整備基本方針
の決定・公表

原案

河川整備計画の
案の決定

河川整備計画の
決定・公表

学識経験者

関係住民

地方公共団体の長

河
川
整
備
基
本
方
針

河
川
整
備
計
画

河
川
工
事
・河
川
の
維
持

（河川整備基本方針）

第十六条 河川管理者は、その管理する河川について、計画高水流量その他当該河川の河川工事及び河川の維持（次条
において「河川の整備」という。）についての基本となるべき方針に関する事項（以下「河川整備基本方針」という。）を定め
ておかなければならない。

（河川整備計画）

第十六条の二 河川管理者は、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川の
整備に関する計画（以下「河川整備計画」という。）を定めておかなければならない。
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

策定の経緯

多方面からの意見を収集
住民説明会の開催（５箇所） 意見箱（２４箇所）

ホームページ ＦＡＸ

矢部川水系河川整備計画（案）の公表（平成２３年１２月１５日）

矢部川水系河川整備計画策定・公表（平成２４年２月２日）

第１回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年１月１８日）

・県知事意見聴取
・関係機関協議
・他省庁協議

矢部水系河川整備基本方針 策定（平成１９年１１月２２日）

矢部川水系河川整備計画【原案】の公表（平成２３年９月１３日）

第２回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年３月１７日）

第３回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年３月２３日）

第４回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年５月１０日）

第５回矢部川学識者懇談会開催 （平成２３年９月１３日）

第６回矢部川学識者懇談会開催（平成２３年１１月１６日）

筑後川河川事務所
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

変更の経緯

多方面からの意見を収集
住民説明会の開催（５箇所） 意見箱（１５箇所）

ホームページ ＦＡＸ

矢部川水系河川整備計画（変更案）の公表（平成２８年７月２９日）

矢部川水系河川整備計画（変更）策定・公表（平成２８年１１月１４日）

第１回矢部川学識者懇談会開催 （平成２６年９月２９日）
→整備計画の点検

・県知事意見聴取
・関係機関協議
・他省庁協議

矢部水系河川整備基本方針 変更（平成２６年６月１２日）

矢部川水系河川整備計画【変更原案】の公表（平成２８年２月１２日）

第２回矢部川学識者懇談会開催 （平成２８年１月１３日）
→河川整備計画【変更原案】の内容説明と公表

第３回矢部川学識者懇談会開催（平成２８年６月３０日）
→住民意見聴取結果と整備計画変更【案】の説明

→直轄河川改修事業の事業再評価の実施（B/C等）

筑後川河川事務所
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

矢部川水系河川整備計画の基本的な考え方

【計画の主旨】
本計画は、以下に示す河川法の３つの目的が総合に

達成できるよう、河川法第16条に基づき平成19年11月
に策定された「矢部川水系河川整備基本方針」に沿って、
河川法第16条の二に基づき、当面実施する河川工事の
目的、種類、場所等の具体的事項を示す法定計画を定
めたものです。

１）洪水、津波、高潮等による災害発生の防止
２）河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持
３）河川環境の整備と保全

【計画の対象区間】
本計画の対象区間は、矢部川水系の国管理区間であ

る23.2kmを対象としています。

【計画の対象期間】
本計画の対象期間は、概ね20年間としています。

※策定後の出水や社会状況等の変化、事業実施後の河川環境に係
るモニタリングの結果や新たな知見、技術の進捗等を反映しつつ
必要に応じて適宜見直しを行っていきます。

矢部川流域図

筑後川河川事務所

河川名 上流端 下流端 延長

やべかわ

矢部川

左岸：福岡県山門郡瀬高町大字
廣瀬字堤谷739番の2地先

右岸：八女市大字矢原字二ノ辻
561番の1地先

海に至る 19.4km

はえがわ

飯江川
福岡県山門郡瀬高町大字神字
中島2727番の3地先の町道橋

矢部川への合流点 3.6km

くすだかわ

楠田川

左岸：福岡県三池郡高田町大字江浦字
立花1762番の1地先

右岸：福岡県三池郡高田町大字徳島字
安政1067番地先

矢部川への合流点 0.2km

河川計 23.2km
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

基本理念

「水」と「緑」と「人」がめぐりつながる 矢部川
治 水：安心、安全に暮らせる川づくりを目指します
利 水：限りある川の恵みを大切にします
環 境：豊かな河川環境を保全します

筑後川河川事務所
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

流域の概要

筑後川河川事務所

0m 2km 4km 6km

久留米市

広川町

うきは市

大木町

大川市

大牟田市
おおむた

柳川市
みやま市

筑後市

八女市
や め

ちくご

やながわ

佐賀県

熊本県

大分県

福岡県

南関町

上流部

中
流
部

下
流
部

福岡県

大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

佐賀県

長崎県

船小屋船小屋
ふなごや

やすでばし

安手橋安手橋

有
明
海

河口河口

三国山
（標高994m）

みくに

日向神峡谷

西鉄天神大牟田線

九州自動車道

ＪＲ鹿児島本線
九州新幹線

有明海沿岸道路

国道3号線

筑後船小屋駅

凡　例

：基準地点

：主要地点

：矢部川流域

：県界

：市町村界

：国管理区間

：ＪＲ鹿児島本線

：九州自動車道

：国道３号線

：西鉄天神大牟田線

：九州新幹線
：有明海沿岸道路

矢部川は、その源を福岡、大分、熊本の3県にまたがる三国山（標高994m）に発し、日向神峡谷を流下し、中流部

において支川星野川、さらに辺春川、白木川等を合わせながら筑後平野を貫流し、途中沖端川を分派して、下流部

で飯江川、楠田川と合流し有明海に注ぐ、幹川流路延長61km、流域面積647km2の一級河川。

矢部川水系流域図

流域面積(集水面積) ：647km2

幹川流路延長 ：61km

流域内人口 ：約16万人

想定氾濫区域面積 ：124.8km2

想定氾濫区域内人口 ：約10.6万人
主な市町村：筑後市、柳川市、みやま市等
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

降雨特性

筑後川河川事務所

 

　　　

2800mm ～ Above
2600mm ～ 2800mm
2400mm ～ 2600mm
2200mm ～ 2400mm
2000mm ～ 2200mm
1800mm ～ 2000mm
1600mm ～ 1800mm
1400mm ～ 1600mm

凡　　例

主要地点の月別降水量

九州の気候分布図

流域の気候は、上流部が山地型、中下流部が内陸型気候区に属する。

年平均気温は八女市黒木町で約15℃であり、流域の降雨分布は上流部が多雨地帯となっており、年降水量は

2,000mm～3,000mmに達します。そのうち約4割が6月から7月上旬にかけての梅雨期に集中し、台風の発生時期と合

わせた6月から9月の4ヶ月間の降雨量は年降水量の約6割を占める。

 日本海型

内海型

山地型

南海型

西海型

内陸型

鹿児島市

宮崎市

熊本市

大分市

福岡市

佐賀市

長崎市

矢部川流域

流域平均年間降水量の分布
【平成20年～平成26年】

主要地点の月別日平均気温
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

地形特性

筑後川河川事務所

矢部川流域の地形は、上流部は東側の釈迦ヶ岳山地を中心として矢部川、御側川、星野川などによって浸食された
複雑で急峻な山地を形成しています。
上流部は山地で急峻な地形で、中流部では扇状地が広がっています。下流部は沖積平野を形成しており、海岸付近
では干拓地が広がる低平地となっています。
矢部川の平水位は堤内地盤高より高いため、筑後平野における灌漑用水の大半を供給しています。
人口資産は中流部から下流部に集中しています。

茶畑
果樹園
市街地

茶畑
果樹園

水田
市街地

茶畑
果樹園
市街地

茶畑
果樹園

水田
市街地

B

A

沖積平野・干拓地

扇 状 地

山 地 部

筑 後 平 野

ク
リ
ー
ク

ク
リ
ー
ク

ク
リ
ー
ク

【Ａ－Ｂ断面】A
B0m 2km 4km 6km

久留米市

広川町

うきは市

大木町

大川市

大牟田市
おおむた

柳川市
みやま市

筑後市

八女市
や め

ちくご

やながわ

佐賀県

熊本県

大分県

福岡県

南関町

沖端川沖端川

塩塚川塩塚川

矢部川矢部川

星野川星野川

飯江川飯江川

楠田川楠田川

白木川白木川

辺春川辺春川 田代川田代川

笠原川笠原川

剣持川剣持川

日向神ダム日向神ダム
ひゅうがみ

はえ

おきのはた

しおつか

へばる

しらき

くすだ

かさはら

横山川横山川

有
明
海

三国山
（標高994m）

みくに

地形図凡例

：三角州性低地

：人工地形

：自然堤防

：その他 台地（台地、砂丘、砂堆）

：扇状地性低地

：山地

出典：
この地図は、国土交通省土地・水資源局調査・編集の
「20 万分の1 土地保全図シームレスデータ(福岡県土地保全図：1987年）」
の一部を使用し、作成したものである。

矢部川流域地形図

矢部川地形模式図
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

土地利用

筑後川河川事務所

 

土地利用図凡例

:山地
:畑
:その他草地
（草地帯植生、人工地植生）
:水田
:宅地

  

 

出典：
この地図は、国土交通省土地・水資源局調査・編集の
「20 万分の1 土地保全図シームレスデータ(福岡県土地保全図：1987年）」
の一部を使用し、作成したものである。

矢部川の流域は、福岡県南部に位置し、関係市町数は5市2町におよび中下流部には柳川市、筑後市、みやま市と
いった主要都市を有する。
流域の土地利用は山地等の森林地域が約71％、水田・畑が約23％、宅地等の住宅地が約6％。
矢部川の河川水は古くから日本有数の穀倉地帯である筑後平野の農業用水や発電用水に幅広く利用され、筑後地方
における産業活動の礎になっている。

クリーククリーク

土地利用分類図

土地利用の状況
（第10回河川現況調査 平成27年3月）

森林地域

71%

耕地面積

（水田・畑）

23%

住宅その他

6%
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

主要産業

筑後川河川事務所

矢部川流域内の主幹産業は、農業や林業、漁業を中心とする第一次産業で、矢部川上流では林業や茶・みかん栽培、ま
た下流有明海沿岸ではノリ養殖が盛んで、第二次産業としては矢部川中流での酒造業も盛ん。

茶は八女市を主産地としており、高級ブランド「八女茶」として全国的に知られ、なかでも八女市の中山間地に
て生産される「玉露」は全国生産量の約4分の1を占め、「全国茶品評会」において『農林水産大臣賞』を受賞す
るなど高い評価

福岡

（八女地方）

24%

京都 34%

三重

32%

その他

10%

八女茶の栽培風景（八女市）

ノリ養殖（矢部川河口付近）

矢部川流域内関係市町村産業別人口構成

玉露茶の全国生産量

0
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40,000
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220,000

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

人
口

（
人

）

第１次産業就業者数（人） 第２次産業就業者数（人） 第３次産業就業者数（人）
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

河川の自然環境

筑後川河川事務所

下流部は感潮区間（約10km）となっており、有明海特有の汽水環境を有するとともに干拓により広がった田園地帯を緩やかに蛇行し、
河口付近では干潟を形成しています。

中流部は花宗堰から扇状地が広がり、緩やかに蛇行しながら流下し、河床は主に礫・砂で河原が形成されています。

区分 下流部 中流部2 中流部1

区間
矢部川（0.0k～10.2k）
飯江川（0.0k～2.4k）
楠田川（0.0k～0.2k）

矢部川（10.2k～14.6k）
飯江川（2.4k～3.6k） 矢部川（14.6k～19.4k）

地形 低平地 平地 市街地、平地

特性 汽水域、干拓 湛水区間、細流 瀬・淵、河畔林

河床材料 シルト・粘土 礫 礫

勾配 1/2,000～1/10,000 1/750 1/500～1/750

植物相 ヨシ群落、ヒロハマツナ等の塩生植物
群落 ツルヨシ群落 クスノキ林、竹林等の河畔林

動物相 アリアケシラウオ、ムツゴロウ、
ハラグクレチゴガニ、シギ・チドリ類

アユ、オイカワ、ギンブナ、オヤニラミ、
タナゴ対

アユ、オイカワ、タナゴ類、メジロ、
ヒヨドリ、ゲンジホタル

13



１．矢部川水系河川整備計画の概要

河川利用

筑後川河川事務所

矢部川の河川空間は、多様な自然環境や河川敷のオープンスペースを活用して様々な目的で
利用されています。平成21年度の河川水辺の国勢調査による河川空間利用者数は年間約２１
万となっており、散策、釣り、水遊び等、多岐にわたって多くの人々に利用されています。

推定年間利用者数（Ｈ２１年度） 約２１万人
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１．矢部川水系河川整備計画の概要

整備計画（変更）の目標

治 水 利 水

環 境

【洪水対策】
・戦後第２位相当となる昭和２８年６月洪水を概ね安全に流下させること
が可能となるよう河川整備を進めます。

【高潮対策】
・伊勢湾台風規模の台風が矢部川河口に最も危険となるコースを通過

した場合に想定される高潮に対して安全が確保できるよう努めます。

【堤防の浸透及び地震に対する安全性】
・既設の堤防については、洪水における浸透や浸食、地震に対する所

定の安全性を確保するための対策を実施します。

【内水対策】
・内水被害が発生する区域においては、地域・関係機関等と連携・調整
を図りつつ、被害軽減に向けた検討・整備を行い、内水被害の軽減対
策を実施します。

※この他、「河川の維持管理」として適切な河川の維持管理の実施や、「危機管理対策」
として自助・共助・公助のバランスの取れた地域防災体制の確立等を掲げています。

【河川の適正な利用】
・河川の適正な利用に関しては、流況、取水実態等を踏まえ、関係
機関と連携しながら適正な水利用を目指します。

【流水の正常な機能の維持】
・流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、関係
機関と連携して、クリーク等を介した複雑な農業用水の利用特性
を把握した上で設定します。

【自然環境】
・治水、利水との調和を図りつつ、矢部川の多様な動植物が生息

・生育・繁殖できる水辺環境の保全・再生を目指します。

【水 質】
・下水道等の関連事業や自治体等の関係機関、地域住民との連

携を図りながら、現状の良好な水質の保全とさらなる水質の向
上を目指します。

【河川利用】
・河川利用へのニーズ、周辺状況の変化等を踏まえ、関係機関及

び地域住民と連携して、安全性及び利便性に配慮した河川整備
及び維持を目指します。

【景 観】
・今後とも関係機関と連携しながら、河川景観、周辺の土地利用と

の調和や既存景観計画等を踏まえた河川整備及び維持を目指
します。

筑後川河川事務所

矢部川における整備目標の基準地点流量

基準地点 目標流量
（m3/s）

洪水調節
量（m3/s）

河道流量
（m3/s）

船小屋 3,600 300 3,300

15



矢部川徳島地区高潮対策（嵩上げ・拡幅）
【2k670～4k800　左岸】

飯江川今福地区洪水対策（嵩上げ・拡幅）
【2k200～2K300　左岸】

飯江川江浦町洪水対策（拡幅）
【1k000～1k250　左岸】

矢部川鷹ノ尾・六合地区洪水対策（引堤）
【5k700～6k400　右岸】
【6k900～7k200　右岸】

矢部川鷹ノ尾地区洪水対策（橋梁架替）
【6k000】

飯江川太神地区洪水対策（嵩上げ・拡幅）
【3k300～3k500　右岸】

楠田川江浦・徳島地区高潮対策（嵩上げ・拡幅等）
【0k500～0k615　左岸】
【0k200～0k615　右岸】

楠田川江浦地区高潮対策（嵩上げ・拡幅等）
【0k000～0k100 左岸】

矢部川下庄地区洪水対策（拡幅）
【10k600～10k700　左岸】

矢部川船小屋地区洪水対策（嵩上げ・拡幅）
【15k200～15k600　右岸】

飯江川江浦町地区洪水対策（河道掘削）
【0k700～1k100　左岸】

飯江川今福地区洪水対策（橋梁架替）
【2k250】

矢部川中島地区高潮対策（嵩上げ・拡幅）
【2k600～4k950 右岸】

矢部川鷹ノ尾区洪水対策（河道掘削）
【5k700～7k200　右岸】

飯江川堤防質的強化
【0k000～1k800 右岸】

【0k400～2k400、2k800～3k600 左岸】

１．矢部川水系河川整備計画の概要

洪水・高潮対策に関する施行の場所

筑後川河川事務所

16

※朱書きは現在実施中

灰色は完了箇所

凡 例

（堤防嵩上げ・拡幅）



筑後川河川事務所

２．「矢部川水系河川整備計画」
策定時からの変化
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筑後川河川事務所

①河川を取り巻く社会状況の変化
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①河川を取り巻く社会状況の変化〔気候の変動〕

１時間降水量50mm以上の年間発生回数（アメダス1,300地点あたり）
＊気象庁資料より作成

■近年、時間雨量50mmを上回る短時間降雨の発生件数が増加しています。また、総雨量1,000mm以上の雨も頻発する等、雨の降り方が局
地化・集中化・激甚化となっています。
■時間雨量50ｍｍ以上の年間発生回数は、1976年から1985年の10年間の平均回数は226回であるが、2011年から2020年の10年間の平均回
数は334回と増加傾向（約1.4倍）となっています。

筑後川河川事務所

２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化
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R2.7出水：最上川の氾濫
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〔災害の発生〕
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①河川を取り巻く社会状況の変化

■近年、豪雨や台風等により、各地で甚大な被害が発生しています。

鬼怒川

●：河川災害
●：土砂災害

R2.7出水：球磨川の氾濫

久米川

H30.6出水：肱川水系久米川の氾濫

筑後川

H30.6出水：高梁川水系小田川の氾濫

小田川

H29.7出水：雄物川の氾濫

雄物川

H28.9出水：渡川水系中筋川の氾濫

中筋川

R2.7出水：長野県下伊那郡天龍村足瀬

R1.10出水：千葉県千葉市緑区誉田町

H30.7出水：広島県呉市天応西条 R1.10出水：久慈川の氾濫

久慈川

R1.8出水：六角川の氾濫

六角川

赤谷川

H29.7出水：筑後川水系赤谷川の氾濫

筑後川河川事務所
２．河川整備計画策定時からの変化
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①河川を取り巻く社会状況の変化激甚化・頻発化する水災害等への防災対策の推進

※出典：水害レポート2020 国土交通省 水管理・国土保全局（一部最新値に変更）

1.1

※パリ協定
(気候変動に関する国
際的枠組み)における

将来の気温上昇を
2℃以下に抑えるとい

う目標を前提とした場
合の算定結果

筑後川河川事務所

２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化
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①河川を取り巻く社会状況の変化激甚化・頻発化する水災害等への防災対策の推進

※出典：水害レポート2020 国土交通省 水管理・国土保全局

筑後川河川事務所

２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化
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①河川を取り巻く社会状況の変化

○九州地方整備局では、直轄河川２０水系で流域治水プロジェクトを公表済です。
○公表済の河川については、各事務所HPにより閲覧可能です。

激甚化・頻発化する水災害等への防災対策の推進

ハード・ソフト一体の水災害対策「流域治水」の推進
■気候変動の影響による災害の頻発化・激甚化に対応するため、抜本的な治水対策として、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一
つの流域として捉え、地域の特性に応じ、ハード・ソフトの両面から「流域治水」を推進。
■河川、下水道、砂防、海岸等の管理者が主体となって行う治水対策に加え、水田、校庭、民間施設、国有地等の機能連携を進めるなど、府
省庁・官民が連携したあらゆる対策の充実を図る。

筑後川河川事務所

２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化



○令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、矢部川水系においても事前防災対策を進める。干満差が日
本一大きい有明海に注ぎ、下流部では低平地が広がり水害の被害に遭いやすいという流域の特性を踏まえて、河道整備などを進めることで、戦後最大の
平成24年7月洪水と同規模の洪水に対して本川の堤防からの越水を回避するなど、あらゆる関係者が協働して流域治水の取組を推進していき流域におけ
る浸水被害の軽減を図る。

位置図

矢
部
川

凡例

浸水範囲(想定)

（S28.6と同規模の洪水が発生した場合の浸水範囲）

浸水範囲(想定)

大臣管理区間

（戦後最大のH24.7と同規模の洪水が発生した場合

の浸水範囲）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、堤防・護岸整備、高潮対策、堰・橋梁改築、水門整備 等

・農業水利施設の整備・有効活用 ・ため池の補強･有効活用
・水田の貯留機能向上 ・下水道等の排水施設の整備
・利水ダム等２ダムにおける事前放流等の実施、体制構築

（関係者：福岡県など）
・森林整備、治山対策 等

■被害対象を減少させるための対策
・立地適正化計画の策定・見直し
・二線堤等の歴史的な治水施設の保全

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・早期避難の推進と防災情報伝達手段の強化
・防災意識の向上に向けた、関係機関と連携した防災教育の推進
・内水ハザードマップ・ため池ハザードマップの作成
・簡易水位計、監視カメラの設置・整備
・防災ステーションの整備 等

矢部川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～近年出水で大きな被害を受けた矢部川における抜本的な治水対策及び流域が一体となった防災・減災対策～

※対策メニューについては代表的な事例を記載。

森林整備

防災訓練実施 防災ステーション整備

立地適正化計画の策定

※今後、「河川整備計画」などが策定された場合は、本プロジェクトの記載内容の見直しを適宜行う。

クリークの先行排水

筑後川河川事務所
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化



筑後川河川事務所

②流域内における出水状況
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筑後川河川事務所

２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

26

②流域内における出水状況

飯江川（安手橋観測所）
年最高水位比較図

氾濫危険水位：5.59m

矢部川（船小屋観測所）
年最高水位比較図

氾濫危険水位：8.40m

船小屋

安手橋

近年、毎年のように大きな出水が発生している

計画高水位：9.53m

計画高水位：5.99m



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

最大9時間降雨の等雨量線図

平成24年九州北部豪雨

令和元年8月豪雨

八女市
筑後市大木町

柳川市
みやま市

0～100

101～200
201～300

301～400

401～500

501～600

601～1000

令和3年8月豪雨

令和2年7月豪雨

②流域内における出水状況
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船小屋水位観測所（矢部川）-黒木雨量観測所 雨量（mm）水位（m）

8月27日 8月28日

避難判断水位 7.80m

水防団待機水位 4.50m

氾濫危険水位 8.40m

氾濫注意水位 6.00m

計画高水位  9.53m

49㎜/h
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日
6
時
00
分

7.5時間
28
日
13
時
30
分

２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

船小屋水位観測所の最高水位
（8.85ｍ）

福岡県筑後市船小屋
（令和元年8月28日

8時40分時点）

②流域内の状況の変化令和元年８月出水

矢部川



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

②流域内の状況の変化

水防団待機水位 4.50m

氾濫注意水位 6.00m

避難判断水位 7.80m

氾濫危険水位 8.40m

計画高水位 9.53m
7/6 19:00
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船小屋水位観測所の最高水位
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福岡県筑後市 船小屋
（令和2年7月6日
19時00分時点）

令和２年７月出水



２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

②流域内の状況の変化令和２年７月出水

安手橋水位観測所の最高水位
（6.15ｍ）

福岡県みやま市瀬高町 安手橋付近
（令和2年7月6日
17時00分時点）

水防団待機水位 3.50m

氾濫注意水位 4.00m

避難判断水位 5.20m

氾濫危険水位 5.59m

計画高水位 5.99m
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

8月13日 8月14日 8月15日8月12日

12時 12時 12時 12時0時 0時 0時 0時 0時

水防団待機水位 4.50m

氾濫注意水位 6.00m

避難判断水位 7.80m

氾濫危険水位 8.40m

計画高水位 9.53m

8/12 14:40
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②流域内の状況の変化令和３年８月出水

船小屋水位観測所の最高水位
（7.35ｍ）

福岡県筑後市 船小屋
（令和3年8月14日
14時40分時点）



筑後川河川事務所

③河川整備計画策定時からの事業進捗
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筑後川河川事務所

２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化
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凡例
完成堤
暫定堤防
他事業区間
距離標
樹木

堤防整備状況

■国管理区間41.2kmのうち、平成27年3月時点は26.8kmが完成しており、完成堤防率は約65％である。

令和3年3月時点では32.0km完成し、完成堤防率は約78％となる。

H29.３

③河川整備計画策定時からの事業進捗

堤防の整備状況

完成区間 暫定区間 小計

H27.3時点 26.8 14.2 41.0

R3.3時点 32.0 9.0 41.0

※不要区間を含む

国管理区間
延長（km）

時点
堤防延長

41.2※



矢部川本川右岸7k300地点（堤防決壊箇所）

矢部川激甚災害対策特別緊急事業

激特事業・大規模災害関連事業の整備状況

■矢部川本川の堤防強化対策を目的として、「激甚災害対策特別緊急事業」を概ね５箇年にて実施。

■矢部川本川下流部の水位低下を目的として「河川大規模災害関連事業」にて概ね５箇年で２か箇所の引堤を実施。

【堤防決壊時状況】 【応急復旧完了時状況】 【本復旧完了時状況】 【現在の状況】

矢部川河川大規模災害関連事業

【施工前状況】

【施工後状況】

【施工前状況】

【施工後状況】 【遮水矢板打設状況】

【施工前状況】

【施工時状況】

川表遮水工法

表のり面被覆工法 表のり面被覆工法

表のり面被覆工法（覆土前）

引堤（一次施工）

表のり面被覆工法（覆土後）

新堤

旧堤

旧堤

筑後川河川事務所

２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化
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③河川整備計画策定時からの事業進捗
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

中島地区高潮対策

筑後川河川事務所

■中島地区高潮対策緒元
• 矢部川右岸２ｋ６００～４ｋ９５０
• Ｌ＝２，３５０ｍ
• Ｈ＝ＴＰ．７．００ｍ

○ 中島地区の高潮被害の防止を目的に
事業実施中

整 備 前 現 在 の 状 況

【R2年3月撮影】 35

③河川整備計画策定時からの事業進捗

中島地区高潮対策

【H26年3月撮影】
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化
筑後川河川事務所

■矢部川徳島地区洪水対策緒元
• 矢部川左岸５k０００

～飯江川左岸０k４００付近
• L＝約６００ｍ

○ 徳島地区の洪水被害の防止を目的

に事業実施

整 備 前
現 在 の 状 況

36

③河川整備計画策定時からの事業進捗

【R2年3月撮影】

【H26年3月撮影】

矢部川徳島地区洪水対策

徳島地区洪水対策
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

矢部川泰仙寺地区洪水対策

筑後川河川事務所

■泰仙寺地区洪水対策緒元
• 矢部川左岸６k１００～７k２００付近
• Ｌ＝約１，１００ｍ

○ 泰仙寺地区の洪水被害の防止を目的

に事業実施

整 備 前

現 在 の 状 況

37

③河川整備計画策定時からの事業進捗

泰仙寺地区洪水対策

【R2年3月撮影】

【H26年3月撮影】
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２．矢部川水系河川整備計画策定時からの変化

六合地区河川防災ステーション整備

筑後川河川事務所

■六合地区河川防災ステーション整備緒元
• 矢部川右岸７k３００付近
• Ａ＝約２７，０００㎡

○ 平成24年出水時の堤防決壊箇所の背後
地に、防災活動の拠点となる河川防災
ステーションを整備

整 備 前
（ 被 災 直 後 ） 現 在 の 状 況

38

③河川整備計画策定時からの事業進捗

六合地区河川防災ステーション整備

【R2年3月撮影】【H24年7月撮影】



筑後川河川事務所

３．当面の整備予定等

39



矢部川徳島地区高潮対策（嵩上げ・拡幅）
【2k670～4k800　左岸】

飯江川今福地区洪水対策（嵩上げ・拡幅）
【2k200～2K300　左岸】

飯江川江浦町洪水対策（拡幅）
【1k000～1k250　左岸】

矢部川鷹ノ尾・六合地区洪水対策（引堤）
【5k700～6k400　右岸】
【6k900～7k200　右岸】

矢部川鷹ノ尾地区洪水対策（橋梁架替）
【6k000】

飯江川太神地区洪水対策（嵩上げ・拡幅）
【3k300～3k500　右岸】

楠田川江浦・徳島地区高潮対策（嵩上げ・拡幅等）
【0k500～0k615　左岸】
【0k200～0k615　右岸】

楠田川江浦地区高潮対策（嵩上げ・拡幅等）
【0k000～0k100 左岸】

矢部川下庄地区洪水対策（拡幅）
【10k600～10k700　左岸】

矢部川船小屋地区洪水対策（嵩上げ・拡幅）
【15k200～15k600　右岸】

飯江川江浦町地区洪水対策（河道掘削）
【0k700～1k100　左岸】

飯江川今福地区洪水対策（橋梁架替）
【2k250】

矢部川中島地区高潮対策（嵩上げ・拡幅）
【2k600～4k950 右岸】

矢部川鷹ノ尾区洪水対策（河道掘削）
【5k700～7k200　右岸】

飯江川堤防質的強化
【0k000～1k800 右岸】

【0k400～2k400、2k800～3k600 左岸】

３．当面の整備予定等

■当面の対策（概ね7年）
○洪水対策：矢部川において、堤防整備（引堤）や橋梁架替、河道掘削、嵩上げ・拡幅を実施する。
○高潮対策：楠田川において、計画堤防高に対して堤防高が不足、もしくは所定の断面が確保されていない箇所において堤防整備を
実施し、高潮対策事業の完了を図る。

■河川整備計画（概ね15年）
○洪水対策：飯江川において、戦後第二位相当の洪水を安全に流下させるため、堤防嵩上げ・拡幅や橋梁架替、河道掘削を行う。ま
た、飯江川堤防の質的強化を実施する。

凡 例

（堤防嵩上げ・拡幅）
嵩上げ・拡幅

嵩上げ・拡幅

引堤

高水敷掘削

橋梁架替

嵩上げ・拡幅

拡幅

拡幅

高水敷掘削

嵩上げ・拡幅

橋梁架替

嵩上げ・拡幅

飯江川

江浦地区

洪水対策
今福地区

太神地区

箇所 整備内容

堤防質的強化

当面整備～整備計画

楠田川
江浦地区

高潮対策 嵩上げ・拡幅等
徳島地区

箇所 整備内容

矢部川

中島地区
高潮対策

徳島地区

鷹ノ尾・六合地区

洪水対策
鷹ノ尾地区

船小屋地区
洪水対策

下庄地区

当面整備

※灰色は完了箇所



筑後川河川事務所

４．まとめ
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■令和元年8月の六角川での氾濫や令和２年7月の球磨川での氾濫等の大規

模な災害の発生を経て、河川を取り巻く状況が大きく変化しています。

■河川管理施設等の老朽化が進行しているため、効率的、効果的な維持管

理・更新を行い、持続的に安全を確保することが求められています。

■整備計画策定以後、河川整備が着実に進捗しているものの、近年では毎

年のように大きな出水が発生しています。

河川を取り巻く社会状況の変化

流域内における出水状況

筑後川河川事務所
４．まとめ
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■整備計画目標流量に対して、流下断面が不足している箇所の引堤及び堤

防の高さ・幅が不足している箇所の築堤整備を実施します。

【鷹ノ尾・六合地区、船小屋地区】

■計画堤防高に対して、堤防高が不足している箇所の高潮対策を実施しま

す。【中島・徳島地区、楠田川】

当面の整備予定

■整備計画で計画されている築堤箇所等の整備を進めている他、河川防災

ステーションを整備しています。

■大規模被害に備え、地域防災力向上のため、災害時の被害を最小化する

ための取り組みを関係機関と連携して実施しています。

河川整備計画の進捗状況

点検結果（案）

引き続き、本計画に基づいて河川整備を実施してまいります。

筑後川河川事務所
４．まとめ
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